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小・中学校適正規模化実施計画（案）作成にかかる意見交換会 

 

・開催日時  平成 24 年 8月 6 日（月） 午後 7時～8時 20 分 

・開催場所  美並小学校 ランチルーム 

・出 席 者  保護者等 15 名 

 

《意見集》 

質問１ 

 この計画案の（案）が取れて計画となるのは本年度中なのか。 

回答１ 

 今後、この計画に基づいて学校統合を進めていくことについて、最終的な手続きは、学校の設置管

理に関する条例の改正を議会で議決してもらうということになります。その時期は、平成26年4月に統

合中学校を開校するよう準備を進める上では、本年度中に議決をいただくというのが目安になると思

います。来年度になると、非常に厳しいスケジュールとなってしまいます。その前に、地域説明会を開

催し、理解をいただいた上で、本年度中に議決をお願いするという目標を持っています。 

 

質問２ 

 通学距離について、国の基準では、小学校児童にあっては４km という基準があるそうだが、かすみ

がうら市として３kmに縮めるというようなことはできないのか。 

回答２ 

 可能です。通学距離の限度は、地域の実情の応じて定めることとされていますので、今後、検討委

員会で保護者を含めて検討をいただき、どのくらいの距離が適当かという線を決めていきたいと考え

ています。実際に 4km 以上を歩いて通っているという児童はいないはずですが、3km 以上の距離を

歩いて通っている児童がいますので、地勢、気象、交通等の条件を、皆さんと検討して決めていきた

いと考えています。 

 

質問３ 

 スクールバスについて、参考資料にある交付税措置の試算では、統合以前から統合校に通ってい

る児童数を除いて計算がされているようだが、３km という基準になれば、美並小学校の児童が利用す

ることを含めて再検討されるのか。 

回答３ 

 資料は、果たしてどのくらいの費用がかかるのかということで、交付税ベースで試算したものですが、

先進事例を参考に、統合校に統合以前から通学している児童数を除いています。運営検討委員会

で、通学路を含めスクールバスの運行について検討することになりますが、委員会には美並小学校の

委員も入りますので、一緒に検討いただいて皆さんが納得できる線で決定できればと考えています。

新しく美並小学校以外から通うことになる児童でも、現在、美並小学校へ通っている児童より近い場
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合も考えられます。 

 

質問４ 

 美並小学校が残るというのは決定事項と判断してよいか。 

回答４ 

 まだ、決定事項ではありません。学区審議会からいただいた答申を踏まえ、教育委員会で適当と考

える統合の進め方がこの案です。 

 

質問５ 

 案が否決になった場合、再度練り直すということであれば、スケジュールがすべて狂ってしまうと思う

が、その可能性もあるのか。 

回答５ 

 すべての学校で理解がいただけないという場合は、そのようになりますが、保護者や地域の理解の

得られた順から実施することがあるとしておりますので、全部の学校で理解が得られるのを待っている

ということではありません。 

 

質問６ 

 児童・生徒数が少ないところを統合していくのではなく、中学校区で統合していくのが決定なのか。 

回答６ 

 まだ、決定事項ではありません。小学校では、どの組み合わせにも複式学級が見込まれる学校が含

まれていますが、その学校だけをどこかの学校と統合するというのではなく、適正規模が確保できて、

6 年間は継続するという組み合せで統合を進めて行くことが、教育委員会で適当と考える案ということ

です。 

 

質問７ 

 1 学年何人ぐらいの規模で考えているのか。 

回答７ 

 試算は上限 35 人としています。 

 

質問８ 

 35 人を超えると副担任がつくのか。人数が増えると目が行き届かなくなる。 

回答８ 

 試算は 35人でしています。現状では、小学校は 1年生が 35人、2年生も県の制度として 35人とな

っており、その他の学年は 40 人ということですが、文部科学省では将来的に 35 人を目標としていま

す。35 人を超えると２クラスとなります。 

 

質問９ 
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 算数の授業に先生がついているが、つかなくなるのか。 

回答９ 

 ＴＴは確保されると思います。教員数については、少人数指導加配などの制度があります。また、よ

りよい教育環境をつくるということで、ＡＬＴや学校図書館司書を、小学校にも配置したいと思っていま

す。 

 

質問１０ 

 放課後児童クラブについての考え方は。 

回答１０ 

 内部では、統合後に通う学校で余裕教室等を利用して開設した方が、児童の移動がなく、安全面を

考えたときに適当ではないかということで、検討をしているところです。 

 

質問１１ 

 増築する考えは。 

回答１１ 

 放課後児童クラブ用の部屋を新築するということではなく、校舎の増築によって余裕教室が確保で

きるのではないかと見込んでいます。 

 

質問１２ 

 増築で、グラウンドが狭くなるようなことはないのか。 

回答１２ 

 美並小学校では、普通教室として使用する場合もあると思いますので、あまり離れて建築することは

好ましくないと思われます。 

 

質問１３ 

 ジャージや教材は、すべて買い揃えなければならないのか。 

回答１３ 

 運営検討委員会で検討してもらうことになりますが、一般的には、新入生が、新しいジャージを購入

し、在校生は、すでに着用しているジャージを着用。買い替えの必要があれば新しいジャージを購入

することとする例が多いようです。通常は、そのように負担がかからない方法になると思います。教材

については、教育活動検討委員会で検討されますが、なるべく負担のかからない方向で調整されて

いくことと思います。 

 

質問１４ 

 どこかの学校のジャージをそのまま使うのではなく、まったく新しいジャージを使うことを考えている

のか。 

回答１４ 
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 どのような方法をとるかを委員会で検討してもらうことになりますが、新しい校名、校章が決まるという

ことであれば、ジャージも新しくなるのではないかと思います。 

 

質問１５ 

 どこかの学校のジャージをそのまま使うという考えは持っていないのか。美並小はジャージを切り替

えたばかりで、統合校の中でも児童数が多いので、なるべく負担がかからないようにということであれ

ば、美並小のジャージを使用するのがよいと思う。 

回答１５ 

 教育委員会としては白紙です。各校の委員で相談して、皆さんが納得できる方法を決定していただ

きたいと考えています。先進の事例では、指定のジャージを決めるのか決めないのかというところから

始めたようです。 

 

質問１６ 

 中学校の制服はどうなのか。 

回答１６ 

 中学校の制服も同様です。 

 

質問１７ 

 まだ何も決まっていない状態で 2 年後に間に合うのか。制服は早めに頼まないと、いきなり変わりま

すといわれても間に合わないのでは。 

回答１７ 

 入学準備までには決めていかなければならないと考えています。 

 

質問１８ 

 全部の学校が集まってジャージをどうしようかと相談する時期はいつごろになるのか。 

回答１８ 

 小学校については、平成24年度から 27年度までが準備期間となっていますので、その期間内とな

ります。制服の場合は、期限として、統合の前年度である平成 27 年秋には決定して業者が発注する

ようなスケジュールとする必要があると聞いています。それまでにサンプルを取り寄せて、アンケートを

実施した例もあるようですので、話し合いの中で、どのような方法がよいかを詰めていっていただきた

いと考えています。いつから検討を始めるかは、まだ決めていません。 

 

質問１９ 

 部活動について、団体競技では、急に 3年生が一緒になったときにどうなのか不安がある。 

回答１９ 

 事前交流事業を実施して、一緒に練習をして同じチームとして馴染めるようにしていこうと考えてい

ます。ユニフォームについては、市で支援ができるよう調整したいと思います。 
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質問２０ 

 どちらか一方の中学校にしかない部活動はどうのようにするのか。 

回答２０ 

 部活動の数が減っている中でも、人数がそろわないという状況があるようですが、統合によって選択

肢が広がります。 


